
「
道
路
里
親
」の
協
定
書
調
印
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
7
月
12
日
、
役
場
に
お
い
て
、
茨
城

県
道
路
里
親
制
度
に
基
づ
く
「
道
路
里

親
」
の
協
定
書
調
印
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
茨
城
県
道
路
里
親
制
度
と
は
、
茨
城

県
が
管
理
す
る
道
路
に
お
い
て
、
地
域

住
民
や
企
業
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
み
な
さ

ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
や
除
草
、

花
壇
の
手
入
れ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
、
県
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
道

路
を
大
切
に
す
る
意
識
の
醸
成
を
図
る

た
め
の
制
度
で
す
。
　

　
今
回
の
協
定
書
調
印
式
で
は
「
㈱
五

霞
建
設
」、「
五
霞
町
建
設
業
協
会
」
が

町
内
で
初
め
て
道
路
里
親
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

第
24
回
八
坂
神
社
夏
祭
り
が

行
わ
れ
ま
し
た

　
７
月
14
日
、
元
栗
橋
八
坂
神
社
に
お

い
て
、
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
各
行
政
組
合
が
協
力
し
、

焼
き
そ
ば
な
ど
の
飲
食
物
の
提
供
を
は

じ
め
、
射
的
や
輪
投
げ
な
ど
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
よ
さ
こ
い
や
和
太
鼓
の
演
奏
、

ご
か
り
ん
・
ヤ
ク
ル
ト
マ
ン
の
登
場
や

地
元
企
業
（
キ
ユ
ー
ピ
ー
㈱
、
㈱
ヤ
ク

ル
ト
本
社
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
ソ
イ
フ
ー

ズ
㈱
）
の
参
加
・
協
力
を
い
た
だ
き
、

お
祭
り
の
雰
囲
気
を
よ
り
一
層
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
Ｒ

リ
バ
ー

ｉ
ｖ
ｅ
ｒ　
Ｃ

サ
イ
ク
リ
ン
グ

ｙ
ｃ
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ　
Ｐ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
』

発
起
人
会
に
参
加
し
ま
し
た

　
5
月
31
日
、
さ
い
た
ま
新
都
心
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
国
土
交
通
省
関

東
地
方
整
備
局
主
催
に
よ
る
、『
Ｒ
ｉ

ｖ
ｅ
ｒ
　
Ｃ
ｙ
ｃ
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
』

発
起
人
会
に
染
谷
町
長
が
発
起
人
の
一

人
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
素
晴
ら
し

い
生
態
系
・
歴
史
・
賑
わ
い
・
癒
し
の

ス
ポ
ッ
ト
が
多
数
存
在
す
る
川
の
魅
力

を
、
国
や
自
治
体
、
企
業
、
地
域
な
ど

が
一
体
と
な
り
、
み
ん
な
で
「
ゆ
っ
た

り
・
楽
し
く
発
見
で
き
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
」
を
作
り
上
げ
て
い
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

利
根
川
大
花
火
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
７
月
13
日
、「
利
根
川
大
花
火
大
会
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
２
３
，
０
０
０
発
の
花
火

が
夜
空
を
彩
り
、
情
報
・
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ご
か
付
近
に
開
設
し
た
観
覧
会

場
で
は
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
方
々
の
み
で
は
な

く
、
家
族
連
れ
等
、「
ゆ
っ
く
り
走
る
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ

れ
て
い
な
い
方
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
、
沿
川
の
町
で
、
休
憩
・
食
事
・
宿

泊
な
ど
も
、「
ゆ
っ
く
り
楽
し
む
」
提

案
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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